
〔本
の
紹
介
〕

本
書
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
、
米
市
場
の
展
開
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
実
証
的
研
究
の
書
で
あ
る
。
分
析
は
、
末
端
産
地

の
青
森
県
と
秋
田
県
に
着
目
し
、
三
つ
の
時
期
に
分
類
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
第

一
は
、
自
由
取
引
市
場

へ
の
移
行
期

（明
治
初
年

～
明
治
二
三
年
）
で
あ
る
。
第
二
は
、
米
価
が
放
任
さ
れ
る
自
由
取

引
市
場
の
展
開
期

（明
治
二
四
年
～
大
正
九
年
）
で
あ
る
。
第
二
は
、

米
穀
法
が
施
行
さ
れ
る
が
、
食
糧
管
理
法
に
よ
る
政
府
の
市
場
介
入

が
本
格
化
す
る
以
前
の
米
穀
統
制
開
始
期

（大
正

一
〇
年
～
昭
和

一

六
年
）
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
い
て
、
内
容

を
紹
介
す
る
。

第

一
部
、
自
由
取
引
市
場

へ
の
移
行
期
で
は
、
大
坂
と
東
京
の
中

藤
　
本
　
一両
　
志

央
市
場
に
加
え
、
地
方
市
場
が
形
成
さ
れ
る
様
子
が
解
明
さ
れ
る
。

そ
の
発
端
は
、
明
治
政
府
の
財
政
基
盤
で
あ

っ
た
貢
米
を
、
地
元
で

販
売
し
、
政
府
に
は
金
納
す
る
、
地
払
い
の
認
可
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
明
治

一
〇
年
代
に
は
、
地
方
市
場
と
中
央
市
場
の
米
価
に
強
い

相
関
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
方
市
場
が
中
央
市
場
に
組
み

込
ま
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
米
の
商
品
化
の
進

展
と
、
中
央
市
場
と
地
方
市
場
を
結
ぶ
商
人
の
存
在
が
あ

っ
た
。
ま

た
、
地
主
層
が
、
米
穀
流
通
結
社
を
設
立
し
、
米
の
品
質
改
良
、
生

産

・
販
売
の
た
め
の
資
金
融
通
に
よ
り
、
米
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
体

制
を
整
備
す
る
様
子
が
示
さ
れ
る
。

第
二
部
、
自
由
取
引
市
場
の
展
開
期
で
は
、
全
国
的
な
統

一
市
場
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が
形
成
さ
れ
る
様
子
が
解
明
さ
れ
る
。
ま
ず
、
県
庁
所
在
都
市
間
の

米
価
変
動
係
数
が
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
る
。
ま
た
、　
一
九
〇
〇
年

（明
治
三
二
年
）
前
後
に
は
、
地
方

と
中
央
の
月
別
米
価
に
強
い
相
関
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
需
給
均
衡
す
る
よ
う
な
、

競
争
的
価
格
を
見
つ
け
る
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
た
と
言

え
る
。
著
者
は
、
こ
の
統

一
市
場
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
持

っ
て
い

た
か
を
解
明
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
地
方
市
場
の
集
荷
圏
も

分
荷
圏
も
、
広
域
化
せ
ず
、
当
該
県
と
そ
の
周
辺
の
領
域
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
央
市
場
に
依
存
し
た
市
場
構
造
で
は
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
方
市
場
の
流
通
圏

の
重
な
り

が
、
全
国
的
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
場
間
で
米
の
転
送
を
行
う
商
人
や
地
主
の
存
在
が
指
摘
さ
れ

る
。
彼
ら
は
、
産
地
市
場
で
買
い
つ
け
た
米
を
需
要
地
の
市
場
で
販

売
す
る
こ
と
で
、
差
額
を
獲
得
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
米
需

給
の
地
域
間
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
機
能
を
持

っ
て
い
た
と
し

て
い
る
。

第
二
部
、
米
穀
統
制
開
始
期
で
は
、
政
府
の
介
入
と
運
輸
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
米
市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
分
析
さ
れ
る
。
米
穀
法
の

施
行
、
あ
る
い
は
関
東
大
震
災

へ
の
対
応
の
た
め
、
政
府
が
米
を
売

買
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
米
価
の
暴
騰
と
価
格
変
動
を
抑
制
す

る
た
め
、
全
国
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
米
穀
取
引
所
の
統
制
が
始

ま
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
の
時
代
、
米
市
場
は
競
争
的
で
あ

り
、
米
取
引
は
基
本
的
に
自
由
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
鉄

道
の
普
及
な
ど
輸
送
条
件
の
整
備
は
、
米
の
流
通
圏
を
拡
大
し
、
中

央
市
場
の
取
引
が
地
方
市
場
の
取
引
に
及
ぼ
す
影
響
を
強
め
る
。
し

か
し
、
筆
者
は
、
産
地
間
競
争
は
激
化
す
る
が
、
米
流
通
の
地
域
性

と
価
格
動
向
の
統

一
性
は
残

っ
た
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
の
評
価
で
き
る
点
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
あ
げ
て

お
こ
う
。
第

一
は
、
農
産
物
市
場
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
発

展
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
非
農
業
部
門
が
農
業
部

門
か
ら
余
剰
労
働
力
を
吸
収
し
、
経
済
が
成
長
す
る
時
期
、
都
市
労

働
者
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
自
給

自
足
段
階
か
ら
、
農
産
物
の
市
場
化
が
進
む
段
階

へ
と
発
展
す
る
。

そ
し
て
、
地
域
市
場
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
産
業
構
造
に
地
域

間
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
比
較
優
位
原
則
に
従
い
、
農
産
物

が
地
域
間
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
流
通
の
広
域
化
が
進

み
、
地
域
市
場
の
流
通
圏
が
重
な
り
を
増
し
な
が
ら
、
統

一
市
場
が

形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
市
場
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
担

い
手
は
、
農
産
物
を
取
り
引
き
す
る
商
人
や
地
主
で
あ
る
。
筆
者
の



重
要
な
貢
献
は
、　
一
次
史
料
の
地
道
な
分
析
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

商
人
や
地
主
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
経
済
成
長
と
農
産
物
市
場
の
関
係
の
議
論
に
、　
一
定
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
開
発
経
済
学
の
教

科
書
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
は
、
非
農
業
部
門
が
、
農

業
部
門
か
ら
余
剰
労
働
力
を
吸
収
し
、
成
長
す
る
こ
と
を
抑
制
す

る
。
ま
た
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
い
こ
の
時
期
、
実
質
賃
金
を
規
定

す
る
要
因
は
農
産
物
価
格
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
産
物
価
格
を
低
く

抑
え
る
こ
と
が
、
経
済
成
長
し
よ
う
と
す
る
国
家
に
と
っ
て
の
重
要

政
策
課
題
と
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
時
期
、
米
価
が
低
か
っ
た
と
は

言
え
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
価
の
全
国
統

一
が
進
む
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
示
し
、
こ
の
時
期
の
米
市
場
は
競
争
的
と
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
政
府
の
介
入
の
影
響
は
小
さ
く
、
ま
た
商
人
や
地
主
が
独
占

的
な
価
格
を
形
成
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
米
流
通
が
経
済
成
長
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
の
十

分
な
議
論
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

筆
者
が
分
析
対
象
と
し
た
時
代
の
後
、　
一
九
四
二
年
、
食
糧
管
理

法
が
公
布
さ
れ
る
。
食
糧
管
理
法
が
廃
止
さ
れ
る

一
九
九
五
年
ま

で
、
日
本
の
米
は
国
家
統
制
に
置
か
れ
、
米
価
は
国
家
が
決
定
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
食
糧
管
理
法
は
、
米
価
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
よ

り
は
、
衰
退
す
る
日
本
農
業
を
保
護
す
る
た
め
の
価
格
支
持
政
策
と

し
て
機
能
し
た
。
し
か
し
、
食
糧
管
理
法
が
廃
止
さ
れ
た
現
在
、
米

の
国
内
市
場
は
競
争
的
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
銘
柄
米
や
有
機
米
な

ど
高
付
加
価
値
米
が
販
売
さ
れ
る

一
方
、
安
価
な
米
が
出
回
る
よ
う

に
な

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
必
需
品
で
あ
る
食
糧
を
安
定
供
給
す
る
の

は
国
家
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
よ

う
に
、
利
益
を
求
め
て
生
き
生
き
と
活
動
す
る
商
人
の
姿
を
思
い
起

こ
せ
ば
、
農
産
物
市
場

へ
の
政
府

の
介
入
の
あ
り
方
を
再
考
さ
せ
ら

れ
る
。
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